
［新
シ
リ
ー
ズ
］グ
ロ
ー
パ
ル
企
業
ト
ツ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

糸
う
‐
岸

伸
久

プ

ロ

ク

タ

ー

・
ア

ン

ド

・
ギ

ヤ

ン

ブ

ル

グ
甲

が

寺

歩

一イ

ン

担
当
役
員

ジ

ェ
ー

ム

ズ

・
る

ア

ン
ジ

岳

任

売
上
高
５
兆
円
規
模
、世
界
最
大
手
消
費
財
メ
ー
カ
Ｉ
Ｐ
＆
Ｇ
の
直
近
２
年
間
の
平
均
売
上
高
成
長
率
は
５
％
の
伸
び
、

平
均
営
業
利
益
成
長
率
、平
均
純
利
益
成
長
率
は
そ
れ
ぞ
れ
約
２９
％
、３３
％
を
超
え
る
。

ま
た
、２
０
０
３
年
６
月
期
の
営
業
利
益
率
は
１８
％
を
、Ｒ
Ｏ
Ｅ
（株
主
資
本
利
益
率
）は
３２
％
と
日
本
の
主
要
同
業
他
社
の
数
倍
に
も
及
式

こ
の
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
Ｐ
＆
Ｇ
の
強
さ
は
な
に
か
？
そ
れ
は
、人
を
大
切
に
す
る
文
化
、徹
底
し
た
消
費
者
志
向
、

卓
越
し
た
世
界
規
模
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ

ッヽ
ク
ス
の
共
有
と
活
用
の
３
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、Ｐ
＆
Ｇ
の
経
営
理
念
、経
営
陣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、過
去
の
失
敗
に
つ
い
て
の
謙
虚
な
反
省
、

新
し
い
試
み
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
諸
施
策
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

う
質
問
に
対
し
て
、
返
っ
て
き
た
答
え
は
　
　
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
層
は
必
ず
社

延

竪

の本

　

難

中雑

謎
理「劉

戴
鍵が御協初”靭卿耐櫛藤

む
取
引
会
社
に
も
同
様
に
高
い
資
質
、
高
　
　
材
を
社
内
で
開
発
す
る
こ
と
が
ト
ッ
プ
・

今
年
７
月
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
　
　
い
目
的
意
識
、
高
い
モ
ラ
ル
、
正
直
さ
、　
　
プ
ラ
イ
オ
ソ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
新
入
社
員

ナ
テ
ィ
ー
に
あ
る
Ｐ
＆
Ｇ
本
社
を
訪
問
し
、　
　
高
潔
さ

（イ
ン
テ
グ
ソ
テ
ィ
ー
）
を
要
求
　
　
が
入
社
後
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
役
　
　
し
て
い
る
」
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
揮
す
る
た
め
の
能
力
開
発
、
研
修
制
度
、

員
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
ス
テ
ン
ジ

ェ
ル
氏
と
　
　
　
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
　
　
メ
ン
タ
ー
制
度
な
ど
が
充
実
し
徹
底
さ
れ

話
し
込
む
機
会
を
得
た
。
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
　
　
一
般
企
業
と
異
な
り
、
Ｐ
＆
Ｇ
で
は
内
部
　
　
て
い
る
。
経
営
陣
の
人
材
育
成
に
か
け
る

グ
の
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
何
か
」
と
い
　
　
で
の
昇
進
制
度
を
徹
底
し
て
お
り
、
将
来
　
　
執
小意
、
ま
た
組
織
と
し
て
人
材
開
発
に
注

力
す
る
姿
勢
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
結
果
と
し
て
Ｐ
＆
Ｇ
の
従
業
員
１
人

当
た
り
の
生
産
性
は
著
し
く
高
く
、
社
員

１
人
当
た
り
の
営
業
利
益
は
日
本
の
主
要

同
業
他
社
よ
り
も
高
い
。

ト
ッ
プ
経
営
陣
の
人
材
育
成

・
開
発
に

対
す
る
情
熱
は
い
か
な
る
も
の
か
？
　
ま

ず
、
取
締
役
会
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
Ａ
・Ｇ
・

ラ
フ
リ
ー
氏
は
、毎
週
日
曜
日
の
午
後
に
、

財
務
担
当
最
高
責
任
者

（Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
最
高
責
任
者
（グ
ロ
ー

バ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
）

と
で
は
な
く
、
人
事
担
当
最
高
責
任
者
と

じ
っ
く
り
話
し
込
む
点
に
注
目
し
た
い
。

ラ
フ
ソ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
如
何
に
Ｐ
＆
Ｇ
社
員

の
活
用
に
対
し
て
常
々
考
え
て
い
る
か
が

分
り
、
示
唆
的
で
興
味
深
い
。
次
に
、　
ス

テ
ン
ジ

ェ
ル
氏
は
「自
分
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
役
員
に
任
命
さ
れ

た
時
、
ラ
フ
ソ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
し

て
、
私
の
情
熱
と
力
を
最
も
傾
注
す
べ
き

こ
と
は
人
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
と
述

べ
た
」
と
語
る
。
ラ
フ
ソ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
に
対
し
て

「自
分
の
仕
事
は
Ｐ
＆
Ｇ
の

社
員

一
人

一
人
及
び
Ｐ
＆
Ｇ
と

一
緒
に
働

く
取
引
会
社
、
広
告
代
理
店
の
生
産
性
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
イ
ー
を
１０
％
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
グ
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聾
一

オフィスでステンジェル氏は快 く取材に応 じてくれた

,,=ガ=チを多多

ス
テ
ン
ジ

ェ
ル
氏
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
同
社
は
よ
り
機
能
的
に
そ

し
て
組
織
的
に
社
員
の
生
産
性
向
上
を
図

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
Ｈ
Ｐ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
制
度
を
創
り
■

げ
た
。
こ
れ
は
、
「適
切
な
人
材
に
最
も
迪

し
た
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
Ｈ
精
し
、

組
織
間
で
十
分
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
従
事
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
」
制
度
で

あ
る
。
本
制
度
は
１
９
３
０
年
代
に
同
社

が
世
界
に
先
駆
け
て
創
り
上
げ
た

「ブ
ラ

ン
ド

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
に

敵
す
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
も
平

く
も
Ｐ
＆
Ｇ
社
内
の

一
部
で
挙
が

っ
て
い

クつ
。Ｈ

Ｐ
Ｍ
Ｏ
は

「企
業
の
短
期
長
期
の
維

営
口
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
戦
略
的

選
択
肢
を
認
識
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

坊
る
令
て
の
人
間
が
最
大
限
に
可
能
性
を

発
部
し
会
社
に
思
う
存
分
束
献
で
き
る
カ

ル
チ
ャ
ー
を
つ
く
り
、
基
本
的
な
職
務
と

ス
キ
ル
、
中
円
ケ…――
識
、
キ
ャ
リ
ア
育
成
を

考
慮
し
た
文
化
を
制
り
上
げ
る
こ
と
」
で

あ
る
と
説
う
。
つ
ま
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
か
か
わ
る
社
典
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
し

て
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
専
門
分
野
を
よ

り
深
く
迪
求
で
き
る
環
境
を
雑
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
坊
る
人
が
、
本
当
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う
な
環
境

を
と
と
の
え
、
本
質
的
で
な
い
仕
事
の
時

――――
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が

‐―丁
能
に
な
る
。

こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
制
度
が
出
来
て
以
来
、
Ｐ
＆
Ｇ
雁
代
の

企
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
ブ
ラ
ン
ド

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
部
門
の
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
背
景
と

も
密
接
に
結
び

つ
く
。

つ
ま
り
、
従
来
の
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ブ
ラ
ン
ド

・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
ジ

ェ
ネ

ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ヘ
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
他
に
、　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域

（宣
伝
開
発
、
メ
デ
ィ
ア
、　
ョ

ー
ポ
レ
ー
ト

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ノ
レ

ッ
ジ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
並
び
に
ノ
ン
メ
デ

ィ
ア
広
告
）
の
専
門
性
を
追
求
す
る
と
い

う
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
経
営
陣
が
高
く
評
価

す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
簡
潔
に
い

え
ば
、
よ
り
専
門
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
、

会
社
に
貢
献
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
奨
励

す
る
制
度
で
あ
る
。
好
き
な
こ
と
、
情
熱

を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
を
仕
事
に

す
る
時
に
、
人
は
そ
の
潜
在
能
力
を
十
二

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
、
組
織
と
し

て
の
発
達
も
類
ま
れ
な
も
の
と
な
る
。
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
中
の
専
門
分
野
を

好
き
な
人
が
、
そ
の
分
野
に
特
化
す
る
こ

と
で
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
広
が
る
と
い
う

こ
と
は
今
ま
で
に
無
い
画
期
的
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
制
度
を
理
解
し
自
社
に
活
用

す
べ
く
、
例
え
ば
ト
ヨ
タ
が
Ｐ
＆
Ｇ
本
社

を
訪
問
し
、
研
修
に
参
加
し
た
事
も
あ
る
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
人
」
で
あ
る
と
い
う
ス
テ
ン
ジ

ェ
ル
氏

の
問
題
意
識
は
、
経
営
陣
の
人
材
に
対
す

る
強
い
情
熱
と
、
組
織
的
に
機
能
す
る
Ｈ

Ｐ
Ｍ
Ｏ
制
を
通
じ
て
、
従
業
員
の
高
い
生

産
性
を
持
続
す
る
原
動
力
に
今
後
も
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一締離乱脇用対者意向

Ｐ
＆
Ｇ
の
ス
テ
ン
ジ

ェ
ル
氏
は
、
「現
場

の
社
員
か
ら
ラ
フ
リ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
以

下
経
営
幹
部
ま
で
消
費
者
は
ボ
ス
と
常
々

強
く
認
識
し
、
全
て
の
グ
ラ
ン
ド
が
消
費

者
に
と
っ
て
最
適
な
価
値
を
最
適
な
価
格

で
提
供
す
る
べ
き
と
い
う
徹
底
し
た
経
営

理
念
を
持
つ
」
と
述
べ
る
。
多
く
の
企
業

で
同
様
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
全

社
で
徹
底
し
て
い
る
企
業
は
少
な
い
。
消

費
者
志
向
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
要
因
は

様
々
だ
ろ
う
が
、
Ｐ
＆
Ｇ
で
は
海
外
市
場

で
の
過
去
の
数
々
の
失
敗
経
験
か
ら
学
ボ

プ
ロ
セ
ス
が
徹
底
さ
れ
て
き
た
た
め
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
日

本
の
市
場
を
例
に
取
る
と
分
り
易
い
。
Ｐ
＆

Ｇ
は
、
多
国
籍
企
業
と
し
て
は
比
較
的
遅

い
１
９
７
３
年
に
日
本
に
進
出
し
て
か
ら
、

ほ
ぼ
１０
年
間
は
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
。
そ

の
主
な
原
因
と
し
て
、
日
本
の
消
費
者
の

理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
安
易
に
ア
メ
リ
カ
国
内
と
同

一
の

製
品
、
ア
メ
ノ
カ
人
幹
部
、
ア
メ
ソ
カ
式

販
売
方
法
、
ア
メ
ノ
カ
式
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
を
そ
の
ま
ま
日
本
市
場
に
持
ち
込

ん
だ
結
果
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
初
期
段
階
の
洗
濯
洗
剤

「全

温
度
チ
ア
ー
」
は
、
製
品
ヨ
ン
セ
プ
ト
や
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
そ
の
ま
ま
日
本
市
場

に
持
ち
込
み
失
敗
し
た
。
独
自
の
「お
湯
、

ぬ
る
ま
湯
、
水
の
ど
の
温
度
で
も
き
れ
い

に
洗
え
る
」
製
品
優
位
性
は
当
時
ア
メ
ソ

カ
で
大
成
功
し
て
い
た
が
、
当
時
の
日
本

で
は
ぬ
る
ま
湯
や
お
湯
で
は
な
く
、
冷
た

い
水
や
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
使
用
し

て
い
た
た
め
、
全
温
度
で
洗
え
る
と
い
う

製
品
優
位
性
は
、
日
本
の
消
費
者
に
訴
求

せ
ず
、
当
然
売
上
も
芳
し
く
な
か
っ
た
。

同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
ブ
ツ
ッ
ク
・

ア
ン
ド
・ホ
ー
ム
ケ
ア
製
品
担
当
社
長
（同

部
門
は
、直
近
１
年
間
の
売
上
高
１
２
５
・

６
億
ド
ル
）、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
は
、
「
こ
の

失
敗
は
消
費
者
は
ボ
ス
で
あ
る
と
い
う
教

訓
で
あ
り
、
そ
の
国
の
消
費
者
を
よ
く
理

解
し
、
言
語
、
文
化
を
理
解
し
た
う
え
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
べ
き
で
、
自
分
達
の

勝
手
な
判
断
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
述

懐
す
る
。

こ
の
失
敗
に
学
び
、
Ｐ
＆
Ｇ
は
ま
ず
消

費
者
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
徹
底
的
に

調
査
し
、
製
品
を
日
本
の
消
費
者
に
合
わ

せ
た
。
具
体
策
と
し
て
、
調
査
担
当
者
も

家
庭
訪
問
し
製
品
の
使
用
観
察
、
買
い
物

客
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、
使
用
テ
ス
ト

等
を
行

っ
た
。
例
え
ば
洗
濯
洗
剤
の
チ
ア

ー
に
お
い
て
は
、
初
期
の
失
敗
を
経
て
、

主
婦
層
が
冷
水
や
風
呂
の
残
り
湯
で
洗
濯

す
る
デ
ー
タ
を
得
た
後
、
Ｐ
＆
Ｇ
の
研
究

者
に
低
温
で
も
機
能
す
る
漂
白
活
性
剤
を

開
発
さ
せ
た
。

次
に
、
製
品
開
発
だ
け
で
は
な
く
、
訴

求
対
象
の
消
費
者
に
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
日
本
の
消

費
者
特
性
に
合
わ
せ
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
制
作
し
た
。
例
え
ば
、
洗

剤

「ア
ツ
ユ
ー
ル
」
の
グ
ラ
ン
ド
グ
ル
ー 役員室に飾つてあるP&Gの プレート
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プ
は
、
競
合
会
社
と
の
比
較
広
告
を
ま
ず

考
え
た
が
、
他
社
を
貶
め
る
比
較
広
告
よ

り
、
日
本
の
消
費
者
は
客
観
的
な
商
品
の

情
報
の
提
示
を
求
め
る
と
認
識
し
、
製
品

機
能
の
説
明
に
焦
点
を
絞

っ
た
広
告
を
制

作
し
成
功
し
た
。
ま
た
、
紙
お
む
つ
の
パ

ン
パ
ー
ス
は
直
接
的
な
表
現
を
好
ま
な
い

日
本
の
消
費
者
に
合
わ
せ
て
、
広
告
で
凝

人
化
し
た

「お
し
ゃ
べ
リ
オ
ム
ツ
」
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
し
た
。
こ
の
斬
新
な

広
告
に
よ
り
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
充
分
な

配
慮
を
印
象
付
け
た
。
こ
の
結
果
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
大
成
功
し
同
商
品
は
市
場
の

主
導
権
を
握
っ
た
。
「消
費
者
は
ボ
ス
」
で

あ
る
と
い
う
言
葉
は
、
海
外
市
場
で
の
初

期
の
段
階
の
失
敗
を
経
て
、
そ
の
国
の
消

費
者
か
ら
徹
底
し
て
学
ぼ
う
と
い
う
謙
虚

な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
、
重
い
言
葉
で
あ

る
と
い
え
る
。

ス
テ
ン
ジ
ェ
ル
氏
は

「日
本
人
の
優
れ

た
面
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
い
か
に
活
用
す

る
か
が
ラ
フ
リ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
口
癖

で
あ
り
、
ラ
フ
リ
ー
氏
は
日
本
人
を
ピ
ー

プ
ル
　
オ
ブ
　
ア
ー
ト
と
評
し
、
日
本
で

の
成
功
事
例
を
世
界
規
模
で
活
用
し
、
日

本
を
市
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ソ
ノ
ー

ス
・セ
ン
タ
ー
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
常
々

語
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を

持
つ
Ｐ
＆
Ｇ
は
、
世
界
規
模
で
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ

・
ミ
ッ
ク
ス
の
ソ
ソ
ー
ス
・
セ

ン
タ
ー
と
し
て
特
に
日
本
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
同
社
経
営
陣
は
日
本
か
ら

学
ぶ
こ
と
に
意
欲
的
だ
。
例
え
ば
Ｐ
＆
Ｇ

の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
Ａ
Ｇ
・ラ
フ
リ
ー
氏
、

副
会
長
の
ケ
ツ
ー

・
ク
ラ
ー
ク
氏
、
同
社

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ン

ド

・
ホ
ー
ム
ケ
ア
製
品
担
当
社
長
の
ロ
バ

ー
ト

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
の
３
氏
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
駐
在
の
経
験
が

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、　
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
氏
の

「ア
メ
ソ
カ
や
ョ
ー
ロ
ッ
パ

も
大
切
だ
が
、
ア
ジ
ア
と
日
本
を
知
ら
ず

し
て
、
Ｐ
＆
Ｇ
は
真
の
ワ
ー
ル
ド

・
カ
ン

パ
ニ
ー
と
は
い
え
な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト

は
意
義
深
い
。
Ｐ
＆
Ｇ
が
真
の
ワ
ー
ル
ド
・

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、

日
本
を
市
場
と
し
て
見
る
だ
け
で
は
な
く
、

大
切
な
ソ
ノ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
打

ち
だ
し
て
い
る
。

こ
の
理
由
と
し
て
ラ
フ
リ
ー
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
以
下
、
一剛
述
の
経
営
陣
は
、
「日
本
の

消
費
者
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
洗
練
度
、
品

質
の
高
さ
を
要
求
す
る
度
合
い
が
高
く
、

日
本
で
成
功
し
た
ブ
ラ
ン
ド
は
海
外
で
も

成
功
す
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

筆
者
に
は
Ｐ
＆
Ｇ
の
日
本
市
場

へ
の
姿

勢

・
取
り
組
み
が
、
か
つ
て
の
ト
ヨ
タ
を

代
表
と
す
る
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

北
米
進
出
へ
の
取
り
組
み
を
紡
彿
さ
せ
る
。

な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
市
場
と
、
Ｐ
＆
Ｇ
に

と
っ
て
の
日
本
市
場
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
市
場
の
絶
対
的
な
規
模
だ
。
し
か
し

そ
れ
以
上
に
、
そ
の
市
場
の
消
費
者
が
製

品
を
良
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
当
時
の
自
動
車
業
界
に
お
い
て

最
も
厳
し
い
消
費
者
が
ア
メ
リ
カ
市
場
の

消
費
者
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
Ｐ
＆
Ｇ
の
商

品
群
の
存
在
す
る
市
場
に
お
い
て
、品
質
・

サ
ー
ビ
ス
に
極
め
て
厳
し
い
日
を
持
つ
消

費
者
は
日
本
の
消
費
者
な
の
で
あ
る
。
ま

た
、
国
内
の
同
業
他
社
の
競
争
力
が
大
変

高
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｐ
＆
Ｇ
の
製
品
開
発
を
例
に
取
る
と
、

日
本
の
厳
し
い
消
費
者
に
耳
を
傾
け
、
ど

う
す
れ
ば
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
深
く
意
識

す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
た
結
果
、
ソ
ン
ス

イ
ン
シ
ャ
ン
プ
ー
、　
コ
ン
パ
ク
ト
型
の
お

む
つ
や
洗
剤
、
パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
お
む
つ

等
の
世
界
的
に
画
期
的
な
製
品
の
開
発
と

技
術
の
発
展
を
生
み
出
し
、
同
社
の
世
界

品
質
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
る
原
動
力
に
な

っ
た
。
ま
た
、
総
合
的
に
品
質
を
管
理
す

る
Ｔ
Ｑ
Ａ
活
動
は
、
１
９
８
０
年
代
初
期

に
日
本
で
生
ま
れ
た
後
、現
在
世
界
の
Ｐ
＆

Ｇ
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
日
本

で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
地
域

・
部
門
の
社
員
に
新
し
い
着
想
と

影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
＆

Ｇ
は
日
本
を
単
に
市
場
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
規
模
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
ミ
ッ

ク
ス
、ブ
ラ
ン
ド
・ソ
ノ
ー
ス
の
重
要
な
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ン
ド

・
ホ
ー
ム
ケ
ア
製
品
担
当
社
長
の

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
は

「
い
か
に
ブ
ラ
ン
ド

間
の
シ
ナ
ジ
ー
を
高
め
る
か
を
重
視
し
、

企
業
内
の
ブ
ラ
ン
ド

・
ソ
ノ
ー
ス
の
効
率

的
活
用
を
訴
え
、
グ
ラ
ン
ド
の
壁
を
超
え

た
シ
ナ
ジ
ー
の
実
現
を
常
に
考
え
て
い
る
」

と
筆
者
に
語
る
。

こ
れ
は
、
同
社
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
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托

域
で
成
功
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
事
例
を
絶
え

ず
探
し
、
世
界
中
で
ブ
ラ
ン
ド
展
開
し
て

い
る
製
品
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
広
告
、　
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
成

功
事
例
か
ら
学
び
、
他
地
域
や
他
の
ブ
ラ

ン
ド
に
適
応
さ
せ
、
会
社
全
体
と
し
て
の

シ
ナ
ジ
ー
を
高
め
る
努
力
を
経
営
陣
か
ら

現
場
の
社
員
ま
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
食
器
洗
剤
の

「ジ

ョ
イ
」
を
例
に

取
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
が
日
本

向
け
に
特
別
に
開
発
し
た
新
技
術
を
使
用
。

「ジ

ョ
イ
」
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
使
用
さ
れ
た
洗
剤
「ダ
ズ
」、
後
ア
メ
ノ

カ
で
使
用
さ
れ
た
洗
剤

「ゲ
イ
ン
」
で
使

わ
れ
た

「見
て
感
じ
て
も
ら
う
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
活
用
。　
一
方
日
本
で
開
発
さ
れ

た

「漏
れ
な
い
キ
ャ
ッ
プ
」
は
今
で
は
ア

メ
ノ
カ
の
Ｐ
＆
Ｇ
製
品
に
も
採
用
さ
れ
、

日
本
で
成
功
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
フ

ィ
ツ
ピ
ン
に
適
用
し
て
い
る
と
い
う
。
製

品
の
み
な
ら
ず
、
広
告

・
流
通
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
ミ
ッ
ク
ス
の

優
れ
た
ソ
ノ
ー
ス
を
、
相
互
に
世
界
規
模

で
活
用
す
る
こ
と
に
極
め
て
意
欲
的
で
あ

る
。
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
の
成
功
事
例
が
他
の
ブ
ラ

ン
ド
の
担
当
責
任
者
に
よ
っ
て
徹
底
的
に

勉
強
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
間

で
も
ブ
ラ
ン
ド
間
で
も
優
れ
た
考
え
や
成

功
事
例
が
Ｐ
＆
Ｇ
で
は
徹
底
的
に
活
か
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
同
時
に
経
営
陣
が
、
「ど
の
レ
ベ
ル
で

ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
す
る
の
が

一
番
効
率
的
に

効
果
を
出
せ
る
か
」
を
常
に
考
え
、
実
践

し
て
い
る
。

前
述
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｍ
Ｏ
の
新
し
い
施
策
は

こ
の
Ｐ
＆
Ｇ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ベ
ー
ス

で
の
哲
学
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
消

費
者
か
ら
学
ぶ
謙
虚
な
姿
勢
と
、
こ
れ
を

ト
ッ
プ
以
下
が
実
践
に
移
す
た
め
に
日
夜

懸
命
な
努
力
を
重
ね
て
い
る
事
実
こ
そ

Ｐ
＆
Ｇ
の
優
れ
た
企
業
を
支
え
る
強
さ
と

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

“序

一博
夕
含
き
し
・
の
ぶ
ひ
さ
］

２
０
０
２
年
８
月
よ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
、
岸
・ア
ン
ド
・ア
ツ
シ
エ
ー
ツ
（株
）代
表
取

締
役
。
本
年
５
月
よ
り
、
日
系
・外
資
系
の
企
業
経
営
者
対

象
の
サ
ロ
ン
「フ
ア
ー
ス
ト
・ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
」を
主
催
。

コ
天
一の
Ｊ
ズ
∪
天
一の
丁
一的
の
の
Ｏ
〇
一ω
キ０
の
・０
０
ヨ⊃

八
―
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
を
経
て
、Ｓ
Ａ
ｉ
Ｓ
（ジ
ョ
ン
ズ

ホ
プ
キ
ン
ズ
高
等
国
際
問
題
研
究
大
学
院
）に
て
国
際
関
係

論
（国
際
経
済
・ア
ジ
ア
研
究
）
で
修
士
。
そ
の
後
Ｉ
Ｍ
Ｄ
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
て
可
５
ｃ
Ｓ
ヨ

ネｏ
「
ｍ
ｘ
ｏ
ｏ
ｃ
一一く
ｏ

口
ｏ
く
ｏ
丁
ｏ
ヨ
●
ユ
修
了
。
ダ
ウ
・ジ
ョ
ー
ン
ズ
社
イ
ン
タ

ー
ン
時
に
ウ
ォ
ー
ル
・ス
ト
リ
ー
ト
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
に
署

名
記
事
を
奇
稿
。
そ
の
後
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・サ
ツ
ク
ス
証
券

投
資
銀
行
部
門
に
て
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
、
株
式
公
開
、
Ｉ
Ｒ

（イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）を
中
心
と
し
た
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
従
事
。

「ブランドはP&Gの DNA」 と言われているだけあり、本社役員室の階には、同社各ブランドが色とりどりに飾られ、明るい雰囲気に包まれている
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